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「
い
わ
し
ろ
女
性
の
会
」
は
、
長
年

岩
代
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
会
長
の
髙

橋
民
子
さ
ん
に
、
会
の
成
り
立
ち
や

活
動
内
容
、
今
後
の
抱
負
等
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
い
わ
し
ろ
女
性
の
会
は
、

地
元
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
行
政
区
や
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感

謝
し
て
い
ま
す
！
」

◆

い
わ
し
ろ
女
性
の
会
に
つ
い
て

こ
の
会
は
、
か
つ
て
の
婦
人
会
の

流
れ
を
汲
む
組
織
で
す
。
旧
岩
代
町

に
は
小
浜
婦
人
会
・
百
目
木
婦
人
会

の
ニ
つ
の
婦
人
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

時
代
の
流
れ
に
よ
り
い
ず
れ
も
解
散

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
二
本
松
市
へ

の
合
併
後
、
当
時
の
二
本
松
市
婦
人

会
長
（
滝
本
チ
イ
さ
ん
）
か
ら
、
岩
代

地
域
に
も
婦
人
団
体
が
必
要
だ
と
し

て
立
ち
上
げ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い

た
だ
き
、
平
成
十
九
年
三
月
、
新
た

な
女
性
の
組
織
と
し
て
「
い
わ
し
ろ

女
性
の
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
構
成
は
、
行
政
区
か
ら
ニ
名

ず
つ
選
出
し
て
い
た
だ
く
会
員
、
そ

し
て
二
年
間
の
任
期
後
、
継
続
し
て

会
員
に
残
っ
て
い
た
だ
い
た
一
般
会

員
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

マイクロバスによる無料送迎付！

もとみやクリーンセンター見学＆
学習会 参加者募集中

～
集
落
支
援
員
だ
よ
り
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◆

主
な
活
動
内
容
に
つ
い
て

自
主
事
業
と
し
て
学
習
会
や
岩
代

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
の
給
水
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
環
境
整
備
の
ゴ
ミ
拾
い
、

研
修
旅
行
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
」

た
市
民
の
た
め
の

ヨ
ガ
教
室
を
主
催

し
、
「
日
常
に
活

か
せ
て
嬉
し
い
」

「
心
身
と
も
に
す
っ
き
り

っ
き
り
す
る
」
な
ど
と
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
岩
代
地
域
の
女
性
た
ち
が

支
え
合
い
、
地
域
を
よ
り
明
る
く
元

気
に
し
て
い
く
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「いわしろ女性の会」では、日々の暮らしの中で排出され
るゴミの有効活用意識の高揚を図るため、もとみやクリー
ンセンターを見学し、できることを話し合う学習会を開催
します。詳細は下記の通り。皆さんのご参加をお待ちして
います！

◀岩代女性の会
では、小浜地区
と新殿地区のゴ
ミ拾いを年ごと
に交互に実施し
ています。「一
緒にゴミの活用
を学びましょう」

▲昨年９月は松島の円通院を訪れ、数珠づくりを体験。

「いわしろ女性の会
では、会員の皆様から
１人1,000円の年会費
をいただいています。
会員の皆さんはもちろ
ん、多くの方のご協力
があり、地域を支える
活動が継続できていま
す。今後とも行政区を
はじめ皆さまのご支援
とご協力をお願いいた

します」

▲ゴミ拾いも毎年恒例。

◆

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
の
会
の
こ
と
を
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
一
般

の
人
た
ち
が
参
加
で
き
る
活
動
を
今

後
も
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

会
費
以
外
の
活
動
資
金
と
し
て
、

ち
ふ
れ
化
粧
品
の
販
売
や
ア
ル
ミ
缶

の
回
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務
局
の
岩
代

公
民
館
（
☎
５
５
・
２
２
６
０
）
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★コース：岩代公民館（8時30分発➡もとみやクリー
ンセンター（9時～11時頃）➡ 智恵子の湯

（昼食＆勉強会）（11時30分～14時頃）➡岩代
公民館（15時頃着予定）

★参加費：1,500円（ランチ代実費として）

★参加人数：20名（先着申込み順。2月13日(金）締切り）

※この事業は、地
域資源の活用＆地
域の人の絆づくり
を目的に、集落支
援協働事業補助金
を利用しています。

◆いわしろ女性の会◆

会長 髙橋民子さん

▲

★開催日時：令和8年3月7日（土）
8時20分 岩代公民館集合

★お問合せ＆申し込み：岩代公民館 ☎0243-55-2260



発行日 令和８年1月2６日 岩代集落支援員だより 第9４号

※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７までご連絡ください。

訪問記

色を眺めていたんだ」等、
雄大な眺めに感動の声が。

▲小濱町大火当時の写真

「浄土真宗の『南無阿
弥陀仏』の六文字にち
なんで六回鐘を響かせ
ています。また大晦日
には一般の方も鐘を衝
くことができます」

▲法楽寺の鐘。のどかでどこか懐かしい音色を響
かせ、小浜の街の魅力のひとつになっています。

▲伽藍は江戸時代に炎上し、
８年後に再建。

夕
暮
れ
時
の
小
浜
の
街
に
響
き
渡
る

法
楽
寺
の
鐘
の
音
。
「
こ
の
静
か
で
の

ど
か
な
響
き
を
聞
く
の
が
大
好
き
」

「
鐘
の
音
に
癒
さ
れ
ま
す
」
と
い
っ
た

声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

寺
伝
に
よ
る
と
、
法
楽
寺
の
起
源
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「…

高

橋
長
察
開
山
。
創
建
大
永
二
年
（
一
五

二
二
）
。…

天
文
八
年
当
国
に
下
り
終

に
一
宇
を
建
立…

寛
永
十
六
年
第
七
世

土
身
師
の
と
き
に
二
本
松
城
主
加
藤
民

部
少
輔
の
菩
提
寺
と
な
り
二
本
松
へ
移

住
、
彼
地
に
一
宇
を
建
立
し
顕
法
寺
開

基
と
な
る
。
弟
仲
山
を
し
て
第
八
世
と

～旭小学校に新・岩代おじさん現る？！～

旭小学生が選んだ
岩代おじさんを紹介します

I
 
L
o
v
e
 
I
w
a
s
h
i
r
o

㉚

～
法
楽
寺
の
梵
鐘
の
響
き
～

岩
代
の
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。

第
三
十
回
目
は
小
浜
字
新
町
の
法
楽

寺
の
ご
住
職
、
高
橋
碩
信
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

◆第二十世住職◆

高橋碩信さん

★遠藤徳雄さんからのコメント★
「自分もついにおじさん世代になったのかと実感。
小学生のみなさんに選んでもらえて嬉しいような悲
しいような…(笑)。子供たちの期待に応えて、今後

も元気に働きたいです！」

さ
れ
ま
し
た
。

「
春
か
ら
秋
は
午
後
六
時
に
、
日
暮
れ

が
早
い
冬
は
午
後
五
時
の
防
災
無
線
の

音
楽
放
送
が
終
わ
っ
た
後
に
衝
い
て
い

ま
す
」
と
第
二
十
世
の
高
橋
ご
住
職
。

こ
れ
か
ら
も
ゆ
っ
た
り
と
お
お
ら
か

な
気
持
ち
で
、
鐘
を
衝
き
続
け
て
く
だ

さ
る
そ
う
で
す
。

▼親鸞聖人の像や聖徳太子
ゆかりの六角堂もあります。

な
し
現
在
の
光

明
山
法
楽
寺
と

改
号…

」
。

昔
あ
っ
た
鐘

は
戦
時
中
に
供

出
さ
れ
、
戦
後
、

あ
る
一
人
の
篤

志
家
に
よ
り
現

在
の
鐘
が
寄
贈

旭小学校では、地域を知る学習として『岩
代おじさん図鑑』に着目し、その魅力につい
て話し合いました。そして自分たちの学校に
も『岩代おじさん図鑑』のおじさんたちに引
けをとらないステキなおじさんがいるという
結論にいたったそうです。
小学生が選んだ岩代おじさんは、遠藤徳雄

さん。用務員と稲作、林業の３刀流の人とし
て紹介。「流しそうめんの台を手づくりした
り、発想力と行動力がすごい」「教えること
が上手」「やさしい」をはじめ手書きの楽し
いコメントも紹介さ
れています。

▶画人、山本屋
儀左衛門が描
いた天井画は、
必見。岩絵具が
今も鮮やか。

1月15日、恒例の特別火防督励が行われました！

「小濱町大火の大惨事を二度と繰り返した
くない」という思いから、小濱町大火が起
きた1月15日に毎年、「岩代小浜の歴史と
文化を護る会」と市消防団岩代地区隊第1
分団第1部による特別火防督励が行われて
きました。81年目となる今年も午後7時か
ら特別火防督励を実施。「岩代小浜の歴史
と文化を護る会」の会員や消防団員だけで
なく、幼稚園児や小学生約20人も参加し、
みんなで「火の用心！」と柏子木を鳴らし
ながら街中を練り歩きました。


